
環境ボランティアには 
どのようなものがありますか？ 
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Q. どのような環境コミュニケーションを 
展開していますか？ 

Q.

　平成20年7月、「小
さな親切」運動の
一環として、琵琶湖
岸の一斉清掃活動
に役職員121名が
参加。“未来からの
預かりもの”である
琵琶湖の美化活動
と豊かな心づくりに
努めています。 

　平成19年10月5日～7日の3日間、草津市の烏丸半島
芝生広場において「地球温暖化防止フェアinびわこ・くさ
つ」が開催され、当行もブースを出展しました。 
　期間中は、パネルに加えて二ゴロブナの泳ぐ水槽を展示。
ニゴロブナの耳石部分にしがぎんマークがついている話を
すると、子どもたちも興味津 ！々連日多くの方が訪れ、広く
当行の環境保全活動を知っていただく機会となりました。 

　平成19年10月24日～26日の3日間、「びわ湖
環境ビジネスメッセ2007」が長浜ドームで開催さ
れ、「環境ビジネス支援」をテーマにブースを出
展しました。 
　「なぜ滋賀銀行が環境メッセに出展している
のか？」とご来場いただいた方の多くは、環境と
金融の関係について疑問を抱かれていましたが、
「お金の流れで地球環境を守る」という当行の
環境保全活動についてご説明すると、皆さま納
得されたご様子。「これからも滋賀県の環境ビジ
ネスをリードしてください」など力強い激励をいた
だきました。 

　平成15年10月に、当行創立70周年を記念して植樹し
た1万本の苗木の生長を促すため、毎年「びわこ地球市民
の森」（滋賀県守山市）で除草などのメンテナンス作業を
役職員ボランティアにより展開しています。 
　4年目を迎えた平成19年度は、9月、10月の2回実施し、
総勢960名の役職員が参加。高さ3～4ｍほどに生長した
樹木の枝打ち作業や、そびえるようにのびた雑草の刈り取
り作業に加えて、ヤマザクラやヤマモミジをはじめ様々な苗
木1,500本を植樹しました。 

森づくり 
サポート活動に 
役職員９６０名が参加 

エコビジネスマッチングフェアを 
初めて開催 

「ヨシ刈り」ボランティアで 
琵琶湖の環境保全に貢献 

日本列島クリーン大作戦で 
琵琶湖岸を清掃 

環境ビジネスを支援します！！ 
～びわ湖環境ビジネスメッセ2007に出展～ 

エコビジネスフォーラム2008 
～ニュービジネス最前線～ 

地球温暖化防止フェア 
inびわこ・くさつに参加 

　平成20年1月、
340名の役職員
ボランティアが草
津市の烏丸半島
に集合し、葦（ヨ
シ）の刈り取り作
業に汗を流しました。 
　これは、琵琶
湖の生態系にお
ける葦の重要性と、
環境保全への意
識を啓発する活
動として平成11
年に実施して以
来、毎年展開し
ています。 

ココに 
注目 

　当行は、ニュービジネス（野の花）の育成が地
域金融機関の使命と考え、平成12年度より「サ
タデー起業塾」を毎年開講。9年目となる平成20
年度は、昨今注目される「環境ビジネス」に特化し、
「ニュービジネス最前線～エコでチャレンジ～」を
メインテーマに6月28日に開講、平成21年2月ま
でに5回開催します。 
　また、今年度は京都大学、龍谷大学、立命館
大学のご協力を得て、第2回～第4回は各大学
のキャンパスで開催し、最新の環境分野におけ
る大学シーズを提供します。 

　平成20年7月22日、「エコビジネスマッチングフェ
ア」を琵琶湖ホテルで初めて開催しました。これ
は、当行お取引先の皆さまに「環境に特化」し
た商談と交流の場を提供し、今後の事業展開
のヒントや新しいビジネスパートナーを見つけて
いただくもので、環境ビジネスに積極的に取り
組む企業75社が出展。当日、約1,800名の皆
さまにご来場いただき、最新の環境情報の交換
や商談が積極的に行われるなど、各ブースは終
日賑わいました。 

　このフェアは、地球環境に配
慮したグリーン電力を利用して
開催しました。 

　昨年、湖西エリア総勢60名の方々とともに、高島市
主催のヨシ刈りボランティアに参加しました。 
　何もかも初めての体験でしたが、皆で力を合わせて刈
り取った広大なヨシ原を見ると、素晴らしい達成感を味わ
うことができました。また、この活動は、私自身琵琶湖の
環境について考える良い機会となり、とても貴重な体験
となりました。 

今津支店　仲谷 麻衣子 
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7月26日（土）京都大学／桂キャンパス 

NEW！ 


